
社会医学系専門医指導医講習会
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①専門医、指導医になるメリットって何？

②指導に役立つ情報提供

③香川県での指導の現状

公衆衛生医師の確保と育成に関する委員会 副委員長

香川県東讃保健福祉事務所 次長（兼）東讃保健所長 横山勝教



指導医、専門医、専攻医の登録状況について

• 2023年7月現在の登録数 3,388名

（指導医2,528名、専門医392名、専攻医468名）
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鍵となる学会名

対象者
更新の状況(2023.3.13時点)

更新申請

延長 辞退 未反応 合計
合計

指導
医

専門
医

申請
件数

(割合)
更新
可能

保留

日本衛生学会 39 37 2 16 (41%) 16 0 4 1 18 39

日本医療情報学会 59 46 13 26 (44%) 26 0 8 1 24 59

日本産業衛生学会 356 290 66 176 (49%) 174 2 58 2 120 356

日本疫学会 79 62 17 34 (43%) 33 1 21 1 23 79

日本公衆衛生学会 521 474 47 217 (42%) 214 3 109 6 189 521

日本災害医学会 221 173 48 82 (37%) 81 1 35 6 98 221

日本医療・病院管理学会 50 46 4 15 (30%) 15 0 14 1 20 50

日本職業・災害医学会 155 127 28 58 (37%) 55 3 9 0 88 155

不明 1 1 0 1 (100%) 1 0 0 0 0 1

合計 1,481 1,256 225 625 (42%) 615 10 258 18 580 1,481

更新の状況(2023.6.9時点)
申請件数 (割合) 更新可能 保留 延長 辞退 未反応 活動休止 合計

633 (43%) 629 4 410 101 336 1 1,481

指導医及び専門医の更新状況（2022年度の実績）

30%



専門医・指導医の資格を取得するメリットは以下の通りです：

1.専門性の向上：専門医・指導医の資格を取得することで、自身の専門分野における知識

や技術を深めることができます。これにより、患者への適切な診断や治療を提供する能力が向上

します。

① 専門医、指導医になるメリットって何？

系統立てて自分の専門分野を学ぶ機会

専門医の質の確保

専門医取得という目標なしに、全般的に学べる人はどれだけいるだろうか？

どうしても経験する事例は勤務する部署によって偏ってしまうため、

専門分野を広く学ぶためにはある程度の指標と目標が必要だろう



専門医・指導医の資格を取得するメリットは以下の通りです：

2. 職業的な信頼性の向上：専門医・指導医の資格は、公衆衛生医師としての信頼性を

高めることができます。患者や同僚からの信頼を得ることができ、キャリアの発展や機会の拡大

につながる可能性があります。

① 専門医、指導医になるメリットって何？



専門医・指導医の資格を取得するメリットは以下の通りです：

3. 人材の確保：指導医の存在は専門研修プログラムの重要な要件です。指導医がいることで、

若い医師は適切な指導やアドバイスを受けることができ、専門分野でのスキルや知識を習得する

機会が増えます。これにより、若者はプログラムに魅力を感じて入職しやすくなります。

① 専門医、指導医になるメリットって何？



一方、専門医・指導医の資格を取得することには以下のようなデメリットも考えられます：

1. 高い負荷：専門医・指導医の資格を取得するためには、追加の勉強や研修が必要です。

これにより、時間や労力の負荷が増える可能性があります。また、専門分野の進歩や変化に追従

するためには、継続的な学習や研究が必要となるため、時間や労力の負担が増えることも考えら

れます。

2. 経済的な負担：専門医・指導医の資格を取得するためには、試験や研修にかかる費用が

必要です。これには、試験料や研修費用、参考書や教材の購入費用などが含まれます。これらの

費用は、個々の医師によって異なるため、経済的な負担となる場合もあります。

① 専門医、指導医になるデメリットって何？



指導医の後継者が不在となると、専門分野の継続的な発展や教育の質の低下につながる可能性があ

ります。指導医は、若手医師の指導や教育に携わることで、自身の専門性を維持・向上させること

もできます。そのため、指導医の存在は専門医制度や社会医学の発展にとっても重要です。

経済的な負担や時間的な負担があるにもかかわらず、指導医の資格を取得することは、長期的な視

点で見ればメリットがあると言えます。指導医の存在は、専門医制度の維持や社会医学の質の向上

に貢献するだけでなく、自身のキャリアの発展や専門分野の発展にもつながるからです。

① 専門医、指導医になる長期的なメリット

自分のため 後輩のため 社会のため



ただし、専門医・指導医の資格を取得・更新することは個々の医師にとっての選択であり、

経済的な負担や時間的な負担があることも事実です。

そのため、医師個人が自身の目標や状況を考慮し、メリットとデメリットをよく考えた上で

判断する必要があります。

以上、ChatGPTに聞いてみた

専門医・指導医を取得するメリットとデメリットでした

① 専門医、指導医になるメリットとデメリット 結びの言葉



次は指導医の役に立つ？

情報提供



基礎的な臨床能力

分析評価能力

事業・組織管理能力

コミュニケーション能力

パートナーシップ構築能力

教育・指導能力

研究推進と成果の還元能力

倫理的行動能力

② 指導に役立つ情報提供（８つのコンピテンシーをイメージする）
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② 指導に役立つ情報提供（８つのコンピテンシーをイメージする）



専攻医体験談（児玉先生）①研修編

https://youtu.be/LDqzyzbybG4

専攻医体験談（児玉先生）②専門医試験編

https://youtu.be/ybe9DMoaVVw

専攻医体験談（鈴木先生）研修＋試験編

https://youtu.be/DeUwITPRh4I

② 指導に役立つ情報提供（試験対策や研修手帳について）

/ 公衆衛生医師チャンネル



② 指導に役立つ情報提供（試験対策や研修手帳について）

👉 経験した事例、学んだ内容が具体的にわかるように記載すると同時に

できるだけ簡潔に記載することが望まれます。

要領よく記載することも必要なスキルと考えられるためです。

研修手帳の記入について（2019.12版）

社会医学系専門医協会TOP＞専門医制度＞研修プログラム : 研修プログラム概要（整備基準、申請、認定方法）

Good👍 Bad👎



http://www.phcd.jp/02/j_seminar/pdf/JN_PHSS_2022_file01-2.pdf

② 指導に役立つ情報提供（専攻医勉強会に使える資料）



② 指導に役立つ情報提供（専攻医勉強会に使える資料）

公衆衛生医師業務と

コンピテンシーを学ぶ

ケーススタディ集

Currently editing



② 指導に役立つ情報提供（専攻医勉強会に使える資料）

Sample image



② 指導に役立つ情報提供（専攻医の交流と学びの機会の提供）







最後に、香川県での指導の現状を

お伝えいたします



③ 香川県での指導の現状（専攻医・指導医の日々の連絡手段）

庁内チャットで指導医2名と専攻医3名、専攻予定者1名のグループを作成



③ 香川県での指導の現状（月1回の勉強会）

月1回：もともと開催していた保健行政従事医師連絡会の開始1時間前から勉強会 2023.11月～

第1水曜日 14:00～15:00



③ 香川県での指導の現状（月1回の勉強会）

内容：試験勉強も兼ねて、e-ラーニングの基本プログラムを順番に見てきて教えあう



③ 香川県での指導の現状（副分野の研修）

産業

香川大学医学部公衆衛生学

香川大学医学部附属病院

安全管理部、医療情報部、感染制御部

医療

香川大学医学部公衆衛生学、衛生学の指導医が産業医をしている企業

県の指導医が産業医をしている県の機関

職場巡視、衛生委員会の出席



社会に貢献する専門医を養成し、

多世代・生涯にわたる社会医学の

発展に寄与する

指導医のMISSION


